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　地区コミ協設立20年の節
目を経過して、これからも皆様へ地区の情報をタイム
リーにお伝えしてまいります。　　　　　　　  Ｓ・Ｈ

お知らせ

花
い
っ
ぱ
い
運
動

環
境
・
衛
生
部
会
担
当

　３
月
２
日
㈰

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

　３
月
２
日
㈰

　
第
３
回
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
花
植
え
活
動
で
は

な
く
、各
自
治
会
へ
花
苗
を
配
布
し
て
、

地
区
内
の
景
観
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
足

元
の
悪
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
９

時
か
ら
希
望
さ
れ
た
自
治
会
の
方
々
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
色
と
り
ど
り
の
パ

ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
苗
を
持
ち
帰

り
、
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
配
布
終
了
後
に
は
、
残
っ
た
花
を
環

境
・
衛
生
部
会
員
で
、
地

区
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
の
花

壇
に
植
え
ま
し
た
。
と
て

も
華
や
か
に

賑
わ
い
、
暖

か
い
春
が
待

ち
遠
し
く
な

り
ま
す
。Ｙ

・
Ｆ

　
公
民
館
主
催
事
業
の
発
表
会
が
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
参
加

者
が
例
年
よ
り
少
な
い
な
が
ら
も

「
パ
レ
ッ
ト
子
育
て
広
場 

」
で
は
体

操
と
合
奏
、「
わ
く
わ
く
お
話
広
場
」

で
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、「
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と 

「
子
ど
も
太
鼓

ど
ん
ど
こ
」
で
は
１
年
間
の
練
習
の

成
果
を
大
勢
の
保
護
者
を
前
に
伸
び

伸
び
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｈ

〜
震
災
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
〜

　
午
前
９
時
、
大
規
模
地
震
が
発
生

し
、
市
内
全
域
で
大
被
害
を
受
け
た
と

の
想
定
で
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
自
治
会
毎
に
集
合
し
、

避
難
訓
練
や
避
難
場
所
の
確
認
を
行

い
、
総
合
防
災
訓
練
場
所
の
南
越
谷

小
学
校
に
集
合
し
、
避
難
人
数
、
被
害

状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
１
、
0
0
3
名
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
白
井
俊
市
コ
ミ
協
会
長
、
髙
橋
茂

自
治
会
連
合
会
長
に
続
き
、
来
賓
の

高
橋
努
越
谷
市
長
か
ら
は
「
昨
年
、
思

い
も
よ
ら
な
い
竜
巻
・
洪
水
被
害
が
あ

り
ま
し
た
が
、
防
災
訓
練
は
繰
り
返
し

行
い
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
訓
練
に
入
り
ま
し

た
。

　
訓
練
で
は
、
応
急
救
護
・
救
急
搬

送
訓
練
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、 

消
火
器

訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
を
熱
心
に

行
い
ま
し
た
。
体
験
で
は
、
起
震
車
に

よ
る
震
度
体
験
、
煙
中
体
験
、
は
し
ご

車
搭
乗
、
車
椅
子
体
験
が
あ
り
、
震
度

体
験
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。

　
展
示
で
は
「
救
助
工
作
車
」、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
「
水
」「
ガ
ス
」、「
耐

震
住
宅
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

「
防
災
備
蓄
倉
庫
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訓
練
後
の
講
評
で
越
谷
市
消
防
本

部
蒲
生
分
署
署
長
か
ら
は
、
講
評
に

続
き
「
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
初
期
対
応
の

心
構
え
、
防
災
備
品
の
備
え
が
必
要
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
炊
出
し
班
が
作
っ
た
「
す

い
と
ん
」
を
試
食
し
、
非
常
食
の
「
乾

パ
ン
」
と
「
ア
ル
フ
ァ
米
ご
は
ん
」
を

も
ら
い
散
会
し
ま
し
た
。Ｔ

・
Ｎ
＆
Ｓ
・
Ｋ

【
越
谷
市
大
会
】

　
２
月
１１
日
（
火
・
祝
）、
越
谷
市
立

総
合
体
育
館
に
て
各
地
区
よ
り
勝
ち

抜
い
た
代
表
４
チ
ー
ム
、
個
人
４
名

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
は
、
杉
の
子
チ
ー
ム
が

準
優
勝
、
赤
山
町
三
丁
目
チ
ー
ム
が

3
位
と
な
り
ま
し
た
。

【
埼
玉
県
大
会
】

　
３
月
９
日
㈰
、
本
庄
市
総
合
体
育

館
「
シ
ル
ク
ド
ー
ム
」
に
て
開
催
。

県
内
各
地
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

６
０
０
名
の
選
手
が
団
体
戦
と
個
人

戦
に
分
か
れ
て
優
勝
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
の
選
手
は
、
今
回
も

こ
の
大
会
に
備
え
て
、
毎
週
土
日
南

越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
練
習

に
励
み
ま
し
た
。

　
越
谷
市
の
代
表
は
、
団
体
で
（
杉

の
子
・
赤
山
町
三
丁
目
チ
ー
ム
を
含

む
）
４
チ
ー
ム
、
個
人
で
４
名
が
出

場
。

　
杉
の
子
チ
ー
ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
迄
進
み
ま
し
た
が 

、
惜
し
く

も
敗
退
し
ま
し

た
。
選
手
と
関

係
者
・
保
護
者

の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

Ｔ
・
Ｉ

子
ど
も
発
表
会

第
32
回 

彩
の
国
21
世
紀

郷
土
か
る
た
大
会

12
月
15
日
㈰

主
催 

南
越
谷
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

第
19
回 

南
越
谷
地
区
総
合
防
災
訓
練

３
月
９
日
㈰

南
越
谷
小
学
校
校
庭

エコキャップ運動
ボトルキャップ
継続回収中

燃やすと……

回
収
場
所
へ

持
っ
て
い
く

協
会
へ
送
付

売
却
益
を
寄
付

ワ
ク
チ
ン
が
発
展

途
上
国
へ
届
き
ま
す

資源として売却すると……

【回収するもの】
このマークの付いたもの

二酸化炭素6,300g発生

南越谷
地区
センター

ペットボトルの
キャップ860個

ポリオワクチン
1人分

●南越谷地区コミュニティ推進協議会総会
　日時：５月15日㈭ 　午後７時　南越谷地区センター

地区センター１階へ

【回収しないもの】
・金属製
・清涼飲料水が入っていた以外のキャップ

エコキャップ
推進協会

世界の子ども
にワクチンを
日本委員会

リサイクルメーカー

回収したキャップの流れ

リ
サ
イ
ク
ル

メ
ー
カ
ー
へ
売
却

期間：H19.12.1～ H26.3.5

累計で5,542,316個
ポリオワクチン／6,813人分
CO2発生削減／42,925Kg でした。

881 993 1,109 906 879
729

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

引き続き
回収にご協力ください!

P01 P02



パトロール前の高橋努越谷市長挨拶

南越谷地区コミ協展示ブース大型展示パネル

仲間との輪!

南
越
谷
地
区
成
人
式

富
士
中
学
校
体
育
館
　
１
月
12
日
㈰

〜
励
ま
し
と
期
待
を
込
め
て
〜

南越小5年生の
長谷川鉄太くんの作品を使用

～南越小児童のポスター応募多数～

第
14
回 

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
月
25
日
㈯

主
催 

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
・
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館

平
成
25
年
度 

ま
ち
づ
く
り
研
修
会

２
月
９
日
㈰

主
催 

南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

〜
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
は
減
ら
な
い
〜

第
６
回 

協
働
フ
ェ
ス
タ

１
月
25
日
㈯

主
催 

協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館

第
２
回 

南
越
谷
小
学
校
地
域
懇
談
会

３
月
５
日
㈬

高
齢
者
の
交
通
安
全

主
催 

□

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
で
は

じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
成
果
発

表
」
を
３
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
◎「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
で
は
、
25
年
度
各

地
区
コ
ミ
協
の
課
題
解
決
の
た
め
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
利
用
し
、
各
地
区

コ
ミ
協
会
員
を
対
象
に
よ
り
効
果

的
・
実
践
的
な
講
座
に
延
99
名
が
受

講
し
、
21
名
の
方
が
市
コ
ミ
協
よ
り

「
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
」
に
認
定

さ
れ
、
そ
の
代
表
４
名
が
講
座
の
内

容
を
説
明
し
、
今
後
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
を
発
表
し
ま
し
た
。

◎
北
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

解
決
サ
ポ
ー
ト
事
業
報
告
」
で
は
、

地
域
が
抱
え
る
人
材
不
足
・
事
業
の

マ
ン
ネ
リ
化
・
意
識
改
革
の
必
要
性

な
ど
に
対
し
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
利
用
し
、
問

題
解
決
の
為
の
方
策
を
探
り
議
論
し

た
内
容
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
３
地
区
（
大
相
模

地
区
・
蒲
生
地
区
・
桜
井
地
区
）
の

コ
ミ
協
か
ら
「
地
域
で
は
じ
ま
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協

白
井
会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
事
例
発
表
３
地
区
に
加
え
、
増

林
・
大
袋
・
出
羽
・
大
沢
・
北
越
谷
・

越
ヶ
谷
・
南
越
谷
地
区
を
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、「
地
区
コ
ミ
協
の
事
業
の

中
で
地
域
の
団
体
と
連
携
し
、
協
働

で
行
っ
て
い
る
事
業
」
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

T
・
N

　
記
録
的
な
大
雪
が
降
っ
た
翌
日
、

コ
ミ
協
、
コ
ミ
協
構
成
団
体
、
南
越

谷
小
学
校
、
富
士
中
学
校
な
ど
か
ら

１
０
１
名
が
参
加
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
井
俊
市
会
長
の
挨
拶
の
後
、
気

象
庁
熊
谷
地
方
気
象
台
の
永
田
俊
光

防
災
業
務
係
長
か
ら
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
冒
頭
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や

昨
年
、
越
谷
を
襲
っ
た
竜
巻
の
映
像

が
流
さ
れ
、
災
害
の
脅
威
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
地
域
と
学
校
が
連
携

し
た
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
の
内
容
と
現

状
を
中
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
中
心
と
な
る
べ
き
大
人

は
、
日
中
は
働
き
に
出
て
い
る
場
合

が
多
く
、
そ
の
代
わ
り
に
中
学
生
、

高
校
生
が
地
域
の
災
害
対
応
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
、
と
い
う

取
り
組
み
が
埼
玉
県
内
で
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
弟
や
妹
が
い
る
小
学
校
に
行
っ
て

小
学
生
を
守
り
な
が
ら
帰
宅
し
た

り
、
地
域
の
高
齢
者
の
家
を
訪
問
し
、

安
全
確
認
を
行
っ
た
り
す
る
、
と
い

う
行
動
で
す
。
さ
ら
に
、
学
校
・
地

域
が
連
携
し
た
実
践
的
な
訓
練
は
、

生
徒
た
ち
に
共
助
意
識
を
除
々
に
作

り
出
し
、
子
ど
も
か
ら
の
発
信
で
家

庭
防
災
・
地
域
防
災
へ
つ
な
が
る
こ

と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
日
頃
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
災
害
が

発
生
す
る
前
に
「
条
件
反
射
的
に
対

応
で
き
る
行
動
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
と
学
ん
だ
研
修
会
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

Ｓ
・
Ｋ

　
南
越
谷
地
区
の
成
人
式
が
天
候
に

恵
ま
れ
、
午
前
11
時
か
ら
富
士
中
学

校
体
育
館
に
て
対
象
者
２
６
３
名
、

参
加
者
１
８
８
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
付
で
は
艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
や

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
と
楽
し
く
語
り
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
や
保
護
者
の
見
守
る
中
、
舛

谷
優
衣
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
飯

島
孝
子
実
行
委
員
長
、
高
橋
努
越
谷

市
長
、
市
議
会
議
長
代
理
樫
村
紀
元

市
議
会
議
員
よ
り
励
ま
し
と
期
待
を

込
め
た
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
高
橋
市
長
か
ら
成
人
者
代

表
の
松
崎
優
太
さ
ん
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
と

続
き
、
問
川
真
菜
さ
ん
か
ら
誓
い
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
の
茶
話
会
で
は
、
恩
師

を
囲
む
輪

や
友
達
の

輪
が
あ
ち

こ
ち
に
で

き
和
や
か

な
歓
談
が

続
き
ま
し

た
。

Ｓ
・
Ｈ

　「
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
活
動
団
体
、
地
域

活
動
団
体
や
、
行
政
、
企
業
の
77
団

体
が
日
頃
の
活
動
を
展
示
・
発
表
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
大
勢
の
市
民
が
参
加
で
き

る
幅
広
い
活
動
で
、
２
世
代
３
世
代

の
来
場
者
が
多
く
興
味
を
も
っ
て
展

示
品
や
、
パ
ネ
ル
を
見
て
説
明
を
聞

き
、
各
団
体
の
広
報
紙
を
持
ち
帰
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
色
々
あ

り
、
加
え
て
楽
し
い
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
各
階
を
廻
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

書
く
こ
と
で
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、

景
品
な
ど
を
も
ら
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
会
館
前
広
場
で
は
、
模
擬
店
・
太

鼓
演
奏
・
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
あ
な
た
が

主
役
」
で
す
。
中
核
都
市
越
谷
を
み

ん
な
で
築
き
ま
し
ょ
う
！

Ｒ
・
Ｎ

　
第
２
回
の
地
域
懇
談
会
が
午
後
３

時
か
ら
約
１
時
間
半
、
南
校
舎
２
階

研
修
室
で
行
わ
れ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
南

越
谷
小
学
校
に
関
係
す
る
地
区
の
各

団
体
か
ら
30
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
学
校
側
か
ら
配
布
さ
れ
た
資
料
を

基
に
南
越
谷
小
学
校
の
現
状
に
つ
い

て
、
９
９
０
名
の
保
護
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
子
ど
も
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
と
学
校
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
が

見
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
添
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
常
の
挨
拶
、
通
学
路

の
標
識
、
登
下
校
時
の
様
子
、
交
通

事
故
、
小
学
校
保
険
、
防
災
訓
練
、

地
域
行
事
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
地
域
と
と
も
に
目
指
し
、

毎
年
継
続
し
て
こ
の
懇
談
会
が
開
か

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
　
　  

Ｓ
・
Ｈ

　
平
成
25
年
中
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
亡
者
は
全
国
で
4
、
3
7
3
名
で

13
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
死
亡
は

2
、
3
0
3
名
（
全
体
で
約
53
％
）

で
減
少
し
て
い
な
い
。
こ
こ
数
年
高

齢
者
の
自
転
車
、
歩
行
中
で
の
死
亡

が
増
え
て
い
る
。

　
自
転
車
事
故
の
原
因
は
、①
一
時

停
止
し
な
い
②
急
に
進
路
変
更
③
右

側
走
行
④
斜
め
右
折
な
ど
が
あ
る
。

交
差
点
お
よ
び
、
進
路
変
更
で
は
必

ず
右
・
左
の
安
全
確
認
を
行
い
夜
間

走
行
に
は
、
反
射
材
・
ラ
イ
ト
を
付

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自
転
車

通
行
可
の
歩
道
を
走
行
す
る
時
は
歩

行
者
優
先
を
守
れ
ば
事
故
は
防
げ

る
。

　
歩
行
中
の
事
故
の
原
因
は
、①
車

の
直
前
・
直
後
の
横
断
②
横
断
歩
道

以
外
の
横
断
③
車
道
斜
め
の
横
断
④

赤
信
号
無
視
な
ど
が
あ
る
。
道
路
横

断
時
は
右
・
左
の
確
認
を
行
い
、
信

号
機
・
横
断
歩
道
の
あ
る
所
を
利
用

し
、
さ
ら
に
青
信
号
点
滅
時
は
渡
ら

な
い
事
を
守
れ
ば
事
故
は
防
げ
る
。

　
自
転
車
に
乗
っ
て
の
合
い
言
葉

は
、「
も
し
か
し
て
、
止
ま
る
、
見
る
、

待
つ
、
確
か
め
る
」
で
す
。
地
域
の

会
合
や
行
事
の
機
会
を
活
用
し
自
転

車
交
通
安
全
教
室
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高

揚
し
ま
し
ょ
う
。

（
数
値
は
日
本
交
通
安
全
協
会
、Ｈ
Ｐ

よ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　   

T
・
N

〜
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協
も
参
加
〜
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